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補

　正

　予

　算

補

　正

　予

　算

（新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、様々な困難に直面した方々が、生活・暮らしの支援を受け
られるよう、住民非課税世帯に対して、1世帯当たり10万円を現金給付する住民税非課税世帯等に対する臨
時特別給付金給付事業）

美浜メディアステーション利活用計画業務 ………………
新型コロナウイルスPCR検査委託料（補助） ………………
ちゃたんニライセンター維持補修工事費 …………………
子育て世帯臨時特別給付金 ………………………………
比謝川行政一部事務組合負担金（消防） …………………
町立博物館外構設計業務委託 …………………………………
フィッシャリーナゲートサイン設置工事 …………………

△926万7千円の減
△915万8千円の減
1,939万5千円の増
6億2,500万円の増
1,803万9千円の増
1,300万円の増

△3,417万7千円の減

主な歳出

●

●

●

●

●

●

●

傷病手当金 ……………………………………………………………
償還金 ………………………………………………………
予備費 ………………………………………………………

60万円の増
1,161万5千円の増

△2,444万3千円の減

主な歳出

●

●

●

53万7千円の増

4億668万7千円の増

主な歳出

●

●

提
案
理
由

「
補
正
予
算
か
ら
町
立
博
物
館
外
構

　
設
計
業
務
委
託
料
１
千
３
０
０
万
円

　
の
み
を
削
除
」

　
令
和
３
年
３
月
、
６
月
、
９
月
の
各
定
例
会

に
お
い
て
、
議
会
及
び
住
民
に
対
し
て
当
局
の

説
明
責
任
が
果
た
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

町
立
博
物
館
外
構
設
計
業
務
委
託
事
業
の
み
を

減
額
と
さ
せ
て
い
る
。
１
年
経
っ
て
も
ま
だ
説

明
責
任
は
果
た
さ
れ
て
い
な
い
。

　
管
理
運
営
計
画
書
の
完
成
予
定
も
11
月
末
と

し
て
い
た
も
の
の
、
一
切
の
説
明
も
な
く
、
来

年
へ
延
期
と
な
り
、
ま
た
、
補
助
金
を
当
て
に

し
た
予
算
も
現
時
点
に
お
い
て
目
途
は
立
っ
て

い
な
い
。

　
外
構
設
計
に
つ
い
て
も
博
物
館
事
業
の
説
明

の
み
な
ら
ず
、
今
般
の
予
算
の
必
要
性
に
関
し

て
、
事
前
説
明
も
さ
れ
ず
、
今
回
予
算
だ
け
上

程
さ
れ
た
状
況
。

　
我
々
が
求
め
て
い
る
の
は
、
今
後
当
局
が
公

共
の
場
で
そ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
と
と
も
に

今
般
の
修
正
動
議
が
可
決
さ
れ
、
住
民
や
事
業

者
等
へ
の
影
響
を
最
大
限
に
軽
減
さ
せ
、
分
断

や
争
い
を
さ
け
、
安
心
を
与
え
、
コ
ロ
ナ
対
策

が
最
優
先
と
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

「修正へ賛成の討論」
　
９
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
管
理

運
営
計
画
書
が
11
月
に
は
完
成
し
、

議
会
に
報
告
が
で
き
る
と
話
が
あ
っ

た
が
、
そ
の
管
理
運
営
計
画
書
も
現

時
点
に
お
い
て
未
完
成
。
前
回
同

様
、
何
の
進
展
も
な
い
中
で
、
町
立

博
物
館
外
構
設
計
業
務
委
託
１
千
３

０
０
万
円
の
予
算
計
上
と
な
っ
て
い

る
。
引
き
続
き
議
会
の
合
意
を
得
た

上
で
、
外
構
設
計
業
務
委
託
を
進
め

て
い
く
べ
き
。

喜
友
名 

盛
充 

議
員

　
教
育
施
設
の
整
備
を
推
進
す
る
の

は
良
い
が
、
そ
の
財
源
は
確
保
さ
れ

て
い
る
か
。
将
来
の
町
村
財
政
に
不

安
を
残
す
の
で
あ
れ
ば
、
何
ら
か
の

修
正
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
と
い
う

観
点
か
ら
見
る
と
、
確
保
さ
れ
て
い

な
い
。
に
も
関
わ
ら
ず
１
千
３
０
０

万
円
の
業
務
委
託
を
し
て
い
く
の

か
。
し
っ
か
り
財
源
が
確
保
さ
れ
た

上
で
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

玉
城 
靖
規 

議
員

「修正へ反対の討論」
　
こ
れ
ま
で
担
当
課
は
議
員
の
質
疑

に
誠
意
を
持
っ
て
答
え
、
理
解
を
求

め
る
努
力
を
し
て
き
て
い
る
。

　
博
物
館
建
設
が
遅
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
国
へ
の
賠
償
金
が
発
生
し
、
町

民
に
負
担
を
強
い
る
こ
と
を
考
え
た

場
合
、
早
急
に
町
立
博
物
館
建
設
工

事
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
何
よ
り

も
直
近
の
町
長
選
挙
で
示
さ
れ
た
町

民
の
民
意
で
あ
る
町
立
博
物
館
建
設

を
推
進
す
べ
き
。

友
利
　 勉 

議
員

　
１
千
３
０
０
万
円
の
町
立
博
物
館

外
構
設
計
業
務
委
託
に
つ
い
て
、
提

案
者
も
答
弁
で
言
っ
て
い
た
が
、
青

図
が
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
に
関
し

て
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か

し
こ
の
青
図
こ
そ
が
こ
の
設
計
。
い

ま
ま
で
当
局
、
全
員
協
議
会
で
も
議

会
の
場
で
も
、
そ
し
て
現
地
、
伊
礼

原
遺
跡
で
も
説
明
を
何
度
も
繰
り
返

し
て
お
り
、
細
か
い
説
明
を
た
く
さ

ん
頂
い
た
。
今
回
し
っ
か
り
可
決
し

て
、
町
民
に
対
し
て
最
大
限
の
利
益

を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
私
達
議
員

に
と
っ
て
も
大
切
な
こ
と
。

新
垣 

千
秋 

議
員

マイナポイント事業 ………………………………………………
（マイナポイント事業期間の延長に係る経費を計上）
住民税非課税世帯等に関する臨時特別給付金給付事業 …

原
案可決
原
案可決

原
案可決
原
案可決

原案に
9名
８名

賛成〇
反対×

修正動議が提出され
たが否決!!（詳細は次
のページへ！）

1：36：57から
スタート！

0：42：55から
スタート！

原
案可決
原
案可決修正動議に

8名
9名

賛成〇
反対×

4：17：16から
スタート！

否
決
否
決

令和３年度北谷町一般会計補正予算（第５号）に
対する修正動議が提出。可否同数で議長裁決
の結果、否決に!! 　7億6,584万5千円の増提案された補正額

195億1,455万7千円195億1,455万7千円歳入歳出予算総額歳入歳出予算総額

歳入歳出予算総額歳入歳出予算総額

1,034万2千円の増提案された補正予算額

40億2,912万8千円40億2,912万8千円

　4億722万4千円の増提案された補正額

199億2,178万1千円199億2,178万1千円歳入歳出予算総額歳入歳出予算総額
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工
事
請
負
契
約

指
定
管
理
者
の
指
定
・
財
産
取
得
・
そ
の
他

北谷町海業振興センター

北谷町公園内ちゅらーゆ温泉
揚湯ポンプ一式

指定管理者の指定
財産の取得

申 請 件 数：2社
指定管理者：ザ・テラスホテルズ共同企業体
指定の期間：令和4年度～令和6年度
指定管理料：4,316万2,932円

令和3年12月16日及び12月23日の議会において、選挙管理委員会委員及び補充員の選挙を
行った結果、下記のとおり選挙管理委員及び補充員が決定した。

1.選挙管理委員会委員当選人
氏　　名 住　所 政　党

株式会社　NNCエンジニアリング
取得額：1,233万1,000円

2.選挙管理委員会委員補充員当選人
氏　　名 住　所 政　党

美　浜

北　前

宮　城

北　谷

無所属

無所属

無所属

無所属

井上一男

親田末光

渡具知惠子

仲村佳卓

北　前

桑　江

吉　原

桃　原

無所属

無所属

無所属

無所属

仲宗根朝洋

安里純弥

大道義光

津嘉山えり子

うみんちゅワーフ(通称)

有限会社 日幸建設
住 　 　 所：北谷町字伊平318番地101号室
代表取締役　金城直哉
請 負 金 額：1億7,773万8,000円
工 事 期 間：令和3年11月12日から令和4年3月18日

株式会社 基土木
住 　 　 所：沖縄市字登川2989番地
代 表 者　仲宗根 勇
請 負 金 額：1億560万円
工 事 期 間：令和3年12月27日から令和4年11月30日まで

有限会社 栄野比土建
住 　 　 所：北谷町字桃原7番地7
代表取締役　栄野比直輝
請 負 金 額：5,200万8,000円
工 事 期 間：令和3年10月18日から令和4年の3月25日まで

有限会社 ヤマシタ電気設備
住 　 　 所：北谷町字吉原713番地の2
代表取締役　山下愼悟
請 負 金 額：5,714万5,000円
工 事 期 間：令和3年10月18日から令和4年1月31日

有限会社 當山設備興業・株式会社 丸輝電気建設工事共同企業体
住 　 　 所：北谷町字玉上225番地2
代 表 者　有限会社 當山設備興業 代表取締役 當山孝明
請 負 金 額：2億8,105万円
工 事 期 間：令和3年10月18日から令和4年3月18日まで

可
決
可
決

可
決
可
決

北谷町パークゴルフ場整備工事

北谷町役場庁舎空調改修工事

令和３年度 奈留川排水路
POL部分改修工事

3
年間

令和３年度 庁舎周辺整備工場

北谷公園庭球場
照明施設改修工事

可
決
可
決

可
決
可
決

可
決
可
決

可
決
可
決

可
決
可
決
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在沖米軍基地で発生した新
型コロナの集団感染に対す
る抗議決議

米軍普天間基地所属
MV-22 オスプレイから
の水筒落下事故に対する
抗議決議＆意見書

米軍人による道路交通法
違反事件に対する抗議決
議＆意見書

米軍嘉手納基地所属の F-15
戦闘機によるフレア誤射に対
する抗議決議＆意見書

抗
　
議
　
決
　
議

米軍嘉手納基地への軍
用外来機の飛来に対す
る抗議決議＆意見書

在沖米海兵隊員による
建造物侵入事件に対する抗議決議

記

沖縄防衛局によると、本年、11月6日午前3
時36分、本町美浜の結婚式場関連施設に正当
な理由がないのに侵入したとして、建造物侵入
の容疑で在沖米海兵隊員キャンプ・フォスター
所属（24歳）が現行犯逮捕される事件が発生
した。同被疑者から基準値の約5倍のアルコー
ルが検出された。
また、11月25日午前7時45分、本町宮城の
飲食店に同様な容疑で、在沖米海兵隊員伍長
キャンプ・フォスター所属（22歳）が現行犯逮
捕される事件が発生し、同様に、基準値の約2
倍以上のアルコールが検出された。幸いにも
人的被害はなかったものの、被疑者は、建物の
出入口のドアガラスを破壊、侵入し食料を食べ
ていたとのこと。
事件の詳細な地域は明らかになってない
が、このような事件は米軍基地周辺自治体のど
こでも起こり得るものであり、町民のみならず

県民に多大な不安を与えている。
本町議会では、関係機関に対し抗議要請し

てきたにも関わらず、再三再四、同様な事件が
繰り返され強い憤りを禁じえない。
さらに、飲酒による事件や事故のそのほとん

どは、米軍が定めた勤務時間外行動の指針（リ
バティー制度）に違反していると言っても過言
ではなく、米軍内部の規制も組織統制も機能し
ていない証拠であり、到底容認できるものでは
ない。
沖縄に米軍基地が集中するが故の事件であ

り、日米両政府が繰り返す「綱紀粛正」「再発防
止」「教育の徹底」という言葉は、実効性の伴わ
ない小手先の手法でのごまかしであり、根本的
な解決に繋がらず、極めて遺憾である。
よって、本町議会は、町民の生命、財産、安全
を守る立場から関係機関に対し、厳重に抗議
するとともに、下記事項について強く要求する。

1  被害者への謝罪及び完全な補償を日米両政府で速やかに行うこと。

2  事件の原因究明とその結果を速やかに公表すること。

3  リバティー制度の規制を強化すること。

4  米軍人・軍属等による事件・事故防止のための協力ワーキングチームを早急に開催し、
事件の再発防止と具体的な解決策を日米両政府で早期作成、公表すること。

5  日米地位協定の抜本的な改定を早急に行うこと。

6  日本国の憲法・法令を尊重し米軍人・軍属等に対する基地内外での基準や罰則を国内法
に合致させるよう早急に改定すること。

7  全ての在沖米軍基地を整理縮小し、段階的に撤去すること。

　　以上、決議する。
　　　令和3年12月16日

沖縄県中頭郡北谷町議会　　　　　　
あて先
米国国防長官　　　米国国務長官　　　駐日米国大使　　　インド太平洋軍司令官
在日米軍司令官　　　在沖米四軍沖縄地域調整官　　　在沖米海兵隊司令官
在沖米国総領事

抗
議
決
議
＆
意
見
書

抗議決議＆意見書抗議決議＆意見書 原
案

可
決
原
案

可
決

12月定例会では
18人中11人が
登壇しました

12
ペ
ー
ジ
か
ら
は

議員が聞いた！
今とこれから

町の様々な課題等について、議員が提言も
含めて町に考えを聞く「一般質問」。各議員
それぞれの切り口で町政を問います。ぜひ
議場で傍聴してみてはいかがでしょうか。

一般質問

PICK
UP!
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陳
情
・
意
見
書

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正

　
審
査
は
12
月
７
日
行
わ
れ
た
。
沖
縄
県
社

会
福
祉
施
策
・
予
算
対
策
協
議
会
よ
り
10
項

目
の
要
請
が
あ
っ
た
が
主
に
新
規
の
５
項
目

の
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
意
見
を
聞
く
た
め
、

執
行
部
へ
福
祉
課
、
子
ど
も
家
庭
課
の
出
席

を
要
求
。地
域
生
活
支
援
及
び
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
か
か
る
障
害
者
相
談
員（
ピ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
）
の
配
置
に
つ
い
て
、
本
町
で
は
た
ん

ぽ
ぽ
に
お
い
て
沖
縄
県
が
実
施
す
る
ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
活
用
事
業
を
受
託
し
交
流
先
と
し
て

沖
縄
リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
病

院
と
行
っ
て
い
る
。
家
庭
復
帰
に
向
け
支
援

し
て
い
る
ケ
ー
ス
の
保
護
者
が
居
住
す
る
市

町
村
の
支
援
協
力
に
つ
い
て
、
北
谷
町
要
保

護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
（
要
対
協
）
で
は
、

児
童
虐
待
ケ
ー
ス
や
子
ど
も
家
庭
課
が
主
と

し
て
支
援
し
て
い
る
ケ
ー
ス
に
限
ら
ず
関
係

機
関
か
ら
の
情
報
を
元
に
要
対
協
の
支
援
で

あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
は
登
録
し
て
支
援
。

積
極
的
に
個
別
会
議
を
開
催
し
関
係
機
関
と

情
報
共
有
し
役
割
分
担
を
行
い
支
援
に
努
め

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
要
対
協
の
対
象
外
児

童
が
家
庭
復
帰
に
向
け
た
支
援
の
事
例
は
な

い
が
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
は
支
援
対
象
と
し

て
支
援
し
て
行
く
方
針
。
公
立
保
育
所
の
存

続
に
つ
い
て
、
定
員
２
４
０
名
分
の
公
立
保

育
所
を
確
保
す
る
公
約
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て

き
た
。
方
針
変
更
の
議
論
は
な
い
。

　
討
論
は
な
く
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

軽石の大量漂流・漂着に関する意見書

令和４年度福祉施策及び予算の充実について（要請）

「提案理由」
　国民健康保険の加入者が出産したときは、出産育児一時金として４０万４,０００円、産科医療補償制度
を利用する場合、その掛金相当額分１万６,０００円を加算し、総額４２万円を支給。今回、国で産科医療補
償制度の見直しが行われ、令和４年１月１日から掛金及び掛金相当額の加算が１万６ ,０００円から１万
２,０００円に引き下げられることとなる。それに伴い、少子化対策としての重要性に鑑み、出産育児一時
金総額４２万円を維持するため、健康保険法施行令において出産育児一時金の額４０万４ ,０００円を４
０万８,０００円に引き上げる改正が行われた。本町においても施行令改正に伴い、出産育児一時金の額４
０万４,０００円を４０万８,０００円に引き上げ、別に定める産科医療補償制度の掛金に当たる加算部分
には、１万６,０００円を１万２,０００円に改め、総額４２万円を維持する。

「提案理由」
　本町では、町民の健康と福祉の増進、生涯スポーツ推進及び観光振興に資することを目的としてパーク
ゴルフ場の整備を進めている。
　公の施設の設置及び管理に関する事項について、地方自治法第２４４条の２の規定により、条例を制定
する必要があるため、新たに制定する。

　審査は１２月１７日、執行部の説明を聴取し審査を行いました。
　所要時間はどのくらいかの質疑に対して、１ラウンド９ホールを２周で１時間半程度を見込んでいる
との答弁。チケット販売の方法は、券売機を予定しているとの答弁。使用料について、６歳から１８歳
までは２００円、２ラウンド目は１００円、１９歳から６４歳４００円、６５歳以上３００円。使用料
の減免はあるかについての質疑に対し
て、町主催の事業の場合全額、障がい者
等、生活保護者等半額免除があると答
弁。管理方法についての質疑に対して、
指定管理を予定しており、指定管理者の
設定は公募し審査・選定するとの答弁。
周辺の住宅への配慮はされているかの質
疑に対して、一軒隣接の住宅があるが目
隠しとなるフェンスを設置するとの答
弁。おおむね以上で質疑は終結し、討論
はなく採決の結果、全会一致で可決する
ものと決定。

北谷町国民健康保険条例の一部を改正する条例について

北谷町パークゴルフ場の設置及び管理に関する条例の制定について

条例の 制定  ・  改正  ・  廃止発案者は 議員  ・  委員会  ・  町長  ・  住民
（法112①） （法109⑥） （法149①） （直接請求の場合（法74①））

条例の 制定  ・  改正  ・  廃止発案者は 議員  ・  委員会  ・  町長  ・  住民
（法112①） （法109⑥） （法149①） （直接請求の場合（法74①））

【
文
教
厚
生
常
任
委
員
長
報
告
】

　
本
年
８
月
に
発
生
し
た
小
笠
原
諸
島
・
福

徳
岡
ノ
場
の
海
底
噴
火
に
由
来
す
る
と
見
ら

れ
る
軽
石
が
10
月
初
旬
か
ら
沖
縄
県
内
各
地

の
海
岸
や
漁
港
等
に
大
量
に
漂
着
し
、
県
内

の
漁
業
へ
の
影
響
や
離
島
航
路
を
初
め
と
す

る
船
舶
の
航
行
、
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
へ
の
支

障
な
ど
、
今
後
の
観
光
事
業
の
回
復
の
足
か

せ
に
な
り
か
ね
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
加
え
て
大
量
の
軽
石
が
藻
類
や
魚
類
の
成

長
等
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る

【
趣
旨
説
明
】

な
ど
、
本
県
の
貴
重
な
自
然
環
境
へ
の
深
刻
な

影
響
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
沖
縄
県
町
村
議
会
議

長
会
に
お
い
て
、
国
へ
の
支
援
を
求
め
て
い
く

た
め
、
定
例
理
事
会
で
要
望
決
議
を
採
択
し
、

県
内
町
村
議
会
に
対
し
て
同
様
の
意
見
書
を
上

げ
る
よ
う
要
請
が
あ
っ
た
。

　
本
町
議
会
に
お
い
て
も
、こ
の
要
請
に
答
え
、

同
意
見
書
を
提
出
す
る
。

「経済工務常任委員会でさらにチェック！」～委員長報告～

原
案

可
決
原
案

可
決

原
案

可
決
原
案

可
決

採
択
採
択

軽石の大量漂流・漂着に関する意見書の要望事項 

１ 港湾、漁港、海岸、河川等における軽石の被害状況を調査した上で、災害復

旧事業への認定を急ぎ、軽石の回収・処理や漂着等防止対策に関する人員及

び資機材等の派遣支援並びに財政支援を行うこと。

２ 軽石による漁船・船舶の故障、修理及び被害防止策等への財政支援を行うこ

と。また、漁船保険が適用できるようにすること。

３ 軽石による被害や影響を受けた漁業及びマリンレジャーなどの観光業等に

対し財政支援を行うこと。

４ 離島航路の運航停止に伴う影響に対し、離島住民の生活物資の確保や救急

搬送体制の強化等の支援策を講じること。

５ 船舶の航行及び漁船などの操業の安全を確保する観点から、軽石の最新の

漂流状況と今後の予測等について関係者に対し情報提供を行い、沿岸域から

公海にかけて漂流している軽石の回収を行うこと。

６ 軽石による水産資源、サンゴ礁の生物、海岸景観、海岸生態系等の自然環

境への影響に関する調査を実施するとともに、その保全・再生に必要な対策

に関する財政支援を行うこと。

７ 回収した軽石の安全性確認及び処分または活用方法に関する技術的支援を

行うこと。

８ 市町村が先行して行っている軽石対策に対する財政措置を行うこと。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　令和３年１２月２７日

沖縄県中頭郡北谷町議会　　

あて先

内閣総理大臣  農林水産大臣  国土交通大臣  環境大臣  内閣官房長官

沖縄及び北方対策担当大臣

原
案

可
決
原
案

可
決

条例の制定・一部改正 陳　情

意 見 書

89
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臨時会・定例会　議決結果賛否一覧表

継続審査 ｢重要施設周辺及び国境離島等における土地等の利用状況の調査及び利用の規制等に関する法律｣の即時廃止と臨時的対
応を求める意見書【総務財政常任委員会】

継続審査 国立病院の機能強化を求める意見書【文教厚生常任委員会】

継続審査 ｢現物給付｣への国のペナルティ全廃及び１８歳までのこども医療費無料制度実現・改善を求める意見書【文教厚生常任委
員会】

継続審査 キッズゾーンの設定と具体的な安全対策を求める請願書【経済工務常任委員会】

継続審査
➡ P23 第六次北谷町総合計画基本構想について【第六次北谷町総合計画基本構想審査特別委員会】

継続調査 ちーたん塾の存続について【文教厚生常任委員会】

議員派遣の件 町村議会広報研修会　　　令和４年１月２７日（木） 
町村議会議員・事務局職員研修会　　　令和４年２月２５日（金）

　議案賛成者は（○）とし、反対者は（×）とします。退席の意思を表明した退席者は（退）、公務の欠席者は（公）、議場
に不在は（－）、疾病の欠席者は（病）、配偶者の出産補助の欠席者は（配）、出産のための欠席者は（産）、所用の欠席者は ( 欠）
としています。法律により、採決に加わらない議案については（除）としています。議長は（議 ) としています。 議長に事
故等がある場合は、副議長が議長の職務を行う。副議長は（副）としています。
　議長の場合、過半数議決については、議決に加わる権利 ( 表決権 ) はなく、可否同数の場合に決定する権利 ( 裁決権 ) が
あります。特別多数決で法定されたものは議長にも表決権があります。

閉会中の継続審査及び継続調査・議員派遣の件

議　　案

議
決
結
果

議席 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

氏
　
　
名

大
浜
　
ヤ
ス
子

新
垣 

千
秋

玉
城
　
靖
規

喜
友
名
　
盛
充

欠

　

員

又
吉 

朋
和

友

利
　

勉

照
屋
　
正
治

宮

里
　

廣

高
安
　
克
成

宮

里
　

歩

玉
那
覇
　
淑
子

與

儀
　

誠

仲
地
　
泰
夫

喜
友
名
　
朝
哲

阿
波
根
　
弘

田
場
　
健
儀

仲
栄
真
惠
美
子

亀
谷
　
長
久

第５２０回　北谷町議会臨時会 ( 令和３年１０月１８日 ｢月｣ )
令和３年度庁舎周辺整備工事請負契約について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ 議

北谷町役場庁舎空調改修工事請負契約について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ 議

北谷公園庭球場照明施設改修工事請負契約について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ 議

米軍人による道路交通法違反事件に対する抗議決議 原案可決 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ - ○ ○ 議

米軍人による道路交通法違反事件に対する意見書 原案可決 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ - ○ ○ 議

米軍嘉手納基地への軍用外来機の飛来に対する抗議決議 原案可決 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ - ○ ○ 議

米軍嘉手納基地への軍用外来機の飛来に対する意見書 原案可決 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ - ○ ○ 議

米軍嘉手納基地所属の F-15 戦闘機によるフレア誤射に対
する抗議決議 原案可決 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ - ○ ○ 議

米軍嘉手納基地所属の F-15 戦闘機によるフレア誤射に対
する意見書 原案可決 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ - ○ ○ 議

議　　案

議
決
結
果

議席 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

氏
　
　
名

大
浜
　
ヤ
ス
子

新
垣 

千
秋

玉
城
　
靖
規

喜
友
名
　
盛
充

欠

　

員

又
吉 

朋
和

友

利
　

勉

照
屋
　
正
治

宮

里
　

廣

高
安
　
克
成

宮

里
　

歩

玉
那
覇
　
淑
子

與

儀
　

誠

仲
地
　
泰
夫

喜
友
名
　
朝
哲

欠

　

員

田
場
　
健
儀

仲
栄
真
惠
美
子

亀
谷
　
長
久

第５２１回　北谷町議会臨時会 ( 令和３年１１月１２日 ｢金｣ )
北谷町パークゴルフ場整備工事請負契約について 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 議

議　　案

議
決
結
果

議席 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

氏
　
　
名

大
浜
　
ヤ
ス
子

新
垣 

千
秋

玉
城
　
靖
規

喜
友
名
　
盛
充

米
須
　
清
一
郎

又
吉 

朋
和

友

利
　

勉

照
屋
　
正
治

宮

里
　

廣

欠

　

員

宮

里
　

歩

玉
那
覇
　
淑
子

與

儀
　

誠

仲
地
　
泰
夫

喜
友
名
　
朝
哲

平
田
　
潤
一
郎

田
場
　
健
儀

高
安
　
克
成

亀
谷
　
長
久

第５２２回　北谷町議会定例会 (令和３年１２月１６日｢木｣〜１２月２７日｢月｣)
北谷町パークゴルフ場の設置及び管理に関する条例の制定
について　➡ P9 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 病 ○ ○ ○ ○ ○ 議

北谷町国民健康保険条例の一部を改正する条例について　
➡ P9 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 議

令和３年度北谷町一般会計補正予算（第５号）
について（修正案） 否決 × × ○ ○ × ○ × × ○ × × － ○ ○ ○ × ○ ×

令和３年度北谷町一般会計補正予算（第５号）
について（原案） 可決 ○ ○ × × ○ × ○ ○ × ○ ○ － × × × ○ × ○

令和３年度北谷町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 議

財産の取得について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 議

北谷町海業振興センターの指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 病 ○ ○ ○ ○ ○ 議

沖縄県町村交通災害共済組合の解散に関する協議について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 議

沖縄県町村交通災害共済組合の解散に伴う財産処分に関す
る協議について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 議

沖縄県市町村総合事務組合規約の変更に関する協議について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 議

倉浜衛生施設組合規約の変更に関する協議について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 議

令和３年度北谷町一般会計補正予算（第６号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 病 ○ ○ ○ ○ ○ 議

令和３年度奈留川排水路POL部分改修工事請負契約について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 病 ○ ○ ○ ○ ○ 議

令和３年度美浜地区電線共同溝整備工事請負契約の変更に
ついて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 病 ○ ○ ○ ○ ○ 議

米軍嘉手納基地への軍用外来機の飛来に対する抗議決議 原案可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 議

米軍嘉手納基地への軍用外来機の飛来に対する意見書 原案可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 議

在沖米海兵隊員による建造物侵入事件に対する
抗議決議 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 議

在沖米海兵隊員による建造物侵入事件に対する意見書 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 議

米軍普天間基地所属ＭＶ－２２オスプレイからの水筒落下
事故に対する抗議決議 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 議

米軍普天間基地所属ＭＶ－２２オスプレイからの水筒落下
事故に対する意見書 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 議

軽石の大量漂流・漂着に関する意見書　➡P8 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 病 ○ ○ ○ ○ ○ 議

米軍人による道路交通法違反事件に対する抗議決議 原案可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 病 ○ ○ ○ ○ ○ 議

米軍人による道路交通法違反事件に対する意見書 原案可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 病 退 ○ ○ ○ ○ 議

在沖米軍基地で発生した新型コロナの集団感染に対する抗
議決議 原案可決 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 病 × ○ × ○ ○ 議

在沖米軍基地で発生した新型コロナの集団感染に対する意
見書 原案可決 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 病 × ○ × ○ ○ 議

令和４年度福祉施策及び予算の充実について（要請） 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 病 ○ ○ ○ ○ ○ 議
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町内外に向けた観光需要回復策として、町独自の観
光要素を盛り込んだ内容等を適切な時期を見極め推
進

「北谷町プレミアム付きホテル宿泊券」発行事業
の内容と実施時期は

令和４年３月までに例規整備及び予算確保を行い、令和４年
１０月１日受診分から実施予定

１８歳までの医療費無償化について達成までの
計画は

■

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問
子
ど
も
医
療
費
助
成
を
高
校

卒
業
ま
で
拡
充
を
し
た
場
合
の
予

算
額
と
制
度
改
正
の
見
通
し
と
実

施
時
期
は

答
予
算
額
は
、扶
助
費
と
し
て
年

間
２
千
万
円
程
度
を
見
込
ん
で
い

る
。令
和
４
年
10
月
１
日
受
診
分

か
ら
の
実
施
を
予
定
。

■

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
伴
う

町
民
お
よ
び
事
業
者
へ

の
支
援
を
問
う

問
18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養
育
す

る
父
母
等
、困
窮
世
帯
を
対
象
と

し
た
北
谷
町
生
活
応
援
給
付
金

事
業
の
具
体
的
な
内
容
、実
施
時

期
は

答
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付

金
給
付
事
業
」に
つ
い
て
、現
金

10
万
円
を
支
給
す
る
。児
童
手
当

９
月
分
の
受
給
者
は
年
内
の
12
月

27
日
に
支
給
予
定
。そ
の
他
の
給

付
対
象
者
は
申
請
が
必
要
な
た
め

年
明
け
に
支
給
予
定
。ま
た
、本
町

独
自
の
支
援
策「
北
谷
町
生
活
応

援
給
付
金
事
業
」に
つ
い
て
は
、令

和
４
年
３
月
末
ま
で
実
施
予
定
。

長
期
化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
見
極
め
な
が

ら
必
要
に
応
じ
て
効
果
的
な
町
民

支
援
を
迅
速
に
実
施
す
る
。

■

町
立
博
物
館
建
設
な
ら

び
に
伊
礼
原
遺
跡
公
園

整
備
事
業
は

問
町
立
博
物
館
建
設
は
３
月
、６

月
、９
月
定
例
会
で一部
の
議
員
の

修
正
動
議
に
よ
り
町
立
博
物
館
外

構
設
計
業
務
委
託
費
が
皆
滅
さ
れ

て
建
設
事
業
が
停
滞
。国
へ
の
契

約
違
約
金
発
生
に
よ
る
町
民
負
担

が
危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が

町
長
選
で
圧
勝
し
た
こ
と
で
町
立

博
物
館
建
設
事
業
は
多
く
の
町
民

か
ら
承
諾
が
得
ら
れ
た
も
の
と
思

う
。町
長
の
所
見
は

答
町
立
博
物
館
の
整
備
は
、多
く

の
町
民
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
る
も

の
で
あ
り
、町
立
博
物
館
構
想
の

段
階
か
ら
決
定
さ
れ
て
き
た
も
の

で
あ
る
と
認
識
。多
く
の
町
民
の

信
任
を
受
け
て
当
選
を
果
た
し
町

立
博
物
館
建
設
に
つ
い
て
も
民
意

を
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。古
代
か
ら
脈
々
と
続
く

北
谷
の
歴
史
を
子
ど
も
た
ち
と
と

も
に
体
現
で
き
る
夢
あ
ふ
れ
る
博

物
館
、戦
後
復
興
の
現
代
史
と
合

わ
せ
て
後
世
に
遺
し
て
い
く
た
め

に
町
立
博
物
館
建
設
事
業
を
推
進

し
、北
谷
町
の
誇
り
と
し
て
繋
げ
て

い
く
。

問
博
物
館
建
設
予
算
に
つ
い
て
現

在
ど
の
よ
う
な
状
況
か

答
防
衛
８
条
補
助
金
の
活
用
に
い

て
、こ
れ
ま
で
沖
縄
防
衛
局
や
防

衛
省
と
協
議
を
行
っ
て
き
た
が
令

和
４
年
度
の
予
算
確
保
は
厳
し
い

状
況
。現
在
、そ
の
他
の
財
源
確

保
に
向
け
て
関
係
機
関
と
協
議
を

行
っ
て
い
る
。

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た

●
美
浜
駐
車
場
及
び
フ
ィ
ッ
シ
ャ

リ
ー
ナ
地
区
駐
車
場
に
つ
い
て

●
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
負
担
金

制
度
導
入
に
つ
い
て

■

夢
あ
ふ
れ
る
博
物
館
建

設
の
推
進
に
つ
い
て

問
町
民
が
待
ち
望
ん
で
い
る
博
物

館
建
設
に
つ
い
て
今
後
の
方
針
は

答
昭
和
59
年
の
第
２
次
振
興
計
画

の
頃
か
ら
検
討
。町
土
の
大
部
分

が
基
地
の
た
め
建
設
予
定
地
の
選

定
が
困
難
な
状
況
だ
っ
た
が
キ
ャ

ン
プ
桑
江
北
側
地
区
返
還
に
伴
う

試
掘
調
査
で
伊
礼
原
遺
跡
を
発

見
。謎
が
多
か
っ
た
沖
縄
の
縄
文
時

代
の
環
境
や
生
活
の
様
子
を
明
ら

か
に
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
平
成

22
年
度
に
北
谷
初
の
国
史
跡
に
指

定
さ
れ
た
。伊
礼
原
遺
跡
は
地
形

や
道
路
条
件
、近
隣
の
商
業
施
設

等
と
の
連
携
等
、非
常
に
恵
ま
れ

て
お
り
博
物
館
建
設
地
と
し
て
も

好
条
件
で
あ
る
こ
と
か
ら
隣
接
し

て
整
備
す
る
こ
と
を
検
討
。都
市

計
画
変
更
に
伴
う
住
民
説
明
、地

権
者
へ
の
説
明
、議
会
へ
の
説
明
等

を
行
い
、理
解
を
頂
い
た
上
で
、現

在
の
位
置
に
博
物
館
を
建
設
す
る

こ
と
が
決
定
。令
和
５
年
度
末
の

開
館
に
向
け
て
事
業
を
推
進
。

問
博
物
館
建
設
に
か
か
る
こ
れ
ま

で
の
予
算
額
の
経
過
は

答
修
正
設
計
前
の
博
物
館
の
建
築

費
は
約
14
億
円
を
予
定
。修
正
設

計
に
よ
り
約
10
億
２
千
万
円
に
縮

減
予
定
。こ
れ
ま
で
に
支
出
し
た

土
地
購
入
費
や
設
計
費
等
を
含
め

た
総
事
業
費
は
約
27
億
円
か
ら
縮

減
し
約
23
億
円
程
度
と
見
込
ん
で

い
る
。

問
博
物
館
等
の
施
設
に
求
め
る
役

割
に
社
会
的
・
地
域
的
課
題
へ
の

対
応
を
追
加
し
た
国
の
新
た
な
財

源
支
援
の
詳
細
は

答
社
会
的
・
地
域
的
な
課
題
へ
の

対
応
と
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の

確
立
の
必
要
性
が
示
さ
れ
、文
化

庁
で
は
新
た
に「
博
物
館
機
能
強

化
推
進
事
業
」と
し
て
博
物
館
の

課
題
解
決
の
た
め
の
支
援
を
拡
充

予
定
。

■

教
育・福
祉
行
政
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
と
支

援
策
を
問
う

問
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実

態
把
握
と
調
査
は
。小
学

生
も
調
査
対
象
に
す
べ
き

と
考
え
る
が
所
見
は

答
町
独
自
の
調
査
は
行
っ
て

い
な
い
が
、令
和
３
年
11
月

に
沖
縄
県
が
県
内
の
小（
５

年
生
以
上
）・
中
・
高
等
学
校

の
学
級
担
任
や
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を

対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
っ
た
。数
世
帯
の
児
童

生
徒
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に

該
当
の
可
能
性
が
あ
り
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
っ
て

い
る
。小
学
４
年
生
以
下
に

も
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
思

わ
れ
る
児
童
の
可
能
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
、県
の
調
査

結
果
公
表
と
併
せ
各
学
校
と
情
報

連
携
を
密
に
し
国
・
県
の
動
向
を

注
視
し
つ
つ
対
応
を
図
る
。

■

１８
歳
ま
で
の
医
療
費
無

償
化
は

問
財
源
確
保
等
を
伺
う

答
中
学
卒
業
後
か
ら
18
歳
ま
で
の

医
療
費
助
成
は
２
千
万
円
程
度
を

見
込
ん
で
お
り
全
額
町
負
担
。こ

れ
ま
で
町
単
独
で
支
給
し
て
い
た

小
学
生
か
ら
中
学
卒
業
ま
で
の
通

院
に
係
る
こ
ど
も
医
療
費
助
成
金

が
令
和
４
年
４
月
か
ら
沖
縄
県
の

補
助
対
象
と
な
る
こ
と
が
決
定
し

て
い
る
の
で
、県
補
助
金
の
増
額
分

で
高
校
生
世
代
に
対
す
る
支
給
額

分
は
補
え
る
と
考
え
る
。
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議員
ともり つとむ

　友利　勉　友利　勉 議員
たまなは ひでこ

玉那覇 淑子玉那覇 淑子

博物館建設予定地にて、担当課より詳細を説明

○○○○○○

北谷町は、いち早く現金10万円給付を決定！！
（内閣府ホームページより）

国において新設された博物館機能強化推進事業の活用を（文化庁ホームページより）
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今年度給食費の一部無償化事業を開始したばかり。
財政状況等を検証しながら、今後実現できるよう検討

いつから給食費を無償化にするのか

大人用１２台、児童用１台。貸出期間は最大６か月、主
に怪我や施設から一時的に帰宅されている方向け

児童用車イスの貸出し台数と貸出し方法は

■

障
が
い
者
支
援
は

問
車
イ
ス
等
の
障
が
い
者
支
援
に

か
か
る
借
用
物
品
に
つ
い
て
、児

童
用
車
イ
ス
の
貸
出
し
台
数
が
不

足
し
て
い
る
と
相
談
が
あ
っ
た
。

台
数
と
貸
出
し
方
法
を
伺
う
。ま

た
、住
民
か
ら
の
要
望
が
あ
っ
た

物
品
等
の
整
備
を
町
は
行
っ
て
い

る
か

答
大
人
用
12
台
、児
童
用
１
台
。

貸
出
期
間
は
最
大
６
か
月
で
、主

に
怪
我
や
、施
設
か
ら
一
時
的
に
帰

宅
さ
れ
て
い
る
方
向
け
の
貸
出
し
。

福
祉
器
具
等
の
借
用
物
品
は
、全

て
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
贈
に

よ
っ
て
整
備
。現
在
、町
は
整
備
を

行
っ
て
い
な
い
。

問
福
祉
の
ハ
ザ
マ
に
あ
る
困
り
感

へ
し
っ
か
り
耳
を
傾
け
、そ
の
声
を

一つ一つ
解
消
で
き
る
よ
う
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
。考
え
を
伺
う

答
行
政
と
、社
会
福
祉
協
議
会
を

福
祉
の
両
輪
と
し
、民
生
委
員
・
児

童
委
員
や
自
治
会
長
等
と
も
緊
密

な
連
携
を
図
り
、町
民
に
身
近
な

相
談
体
制
の
構
築
に
取
り
組
む
。

■

北
谷
町
の
定
住
促
進
や

子
育
て
が
し
や
す
い
街

づ
く
り
を
問
う

問
北
谷
町
の
地
価
の
高
騰
、ア

パ
ー
ト
等
の
賃
貸
料
も
上
が
り
、

若
い
世
代
か
ら
は「
ど
こ
も
家
賃

が
高
く
て
住
め
な
い
」と
声
を
受

け
て
い
る
。人
口
減
少
の
観
点
か

ら
、住
み
や
す
い
街
づ
く
り
へ
の

課
題
と
対
策
は

答
民
間
企
業
が
発
表
し
た
街
の

「
住
み
ご
こ
ち
ラ
ン
キ
ン
グ
」、「
住

み
続
け
た
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
」と
も

に
県
内
１
位
の
評
価
を
得
た
と
自

負
し
て
い
る
。今
後
は
、町
の
発
展

に
つ
な
が
る
跡
地
利
用
計
画
を
策

定
し
、北
谷
町
の
更
な
る
発
展
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

問
屋
久
島
町
な
ど
で
は「
定
住
促

進
政
策
」が
積
極
的
に
行
わ
れ
て

い
る
。「
家
賃
等
補
助
制
度
」な
ど

が
あ
る
が
、本
町
は
定
住
促
進
政

策
を
行
っ
て
い
る
か

答
令
和
３
年
度
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
応

援
給
付
金
、給
食
費
の
負
担
軽
減

に
取
り
組
ん
で
お
り
、今
後
は
給

食
費
の
無
償
化
、高
校
生
世
代
ま

で
の
医
療
費
無
償
化
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
く
。子
育
て
世
帯
へ
の
支

援
な
ど「
住
み
ご
こ
ち
の
よ
い
、住

み
続
け
た
い
」ま
ち
づ
く
り
施
策

を
積
極
的
に
展
開
す
る
こ
と
が
、

本
町
へ
の
定
住
促
進
に
つ
な
が
る
。

■

児
童
生
徒
の
制
服
や

ジ
ャ
ー
ジ
の
あ
り
方
に
つ

い
て

問
今
年
６
月
に一般
質
問
に
て
、児

童
生
徒
の
制
服
の
選
択
制
を
推
進

す
る
よ
う
に
政
策
提
言
し
た
。そ

の
後
の
進
捗
は

答
町
立
中
学
校
で
は
、年
度
内
に

両
中
学
校
共
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

う
予
定
。ま
た
、「
北
谷
町
立
小
中

学
校
の
制
服
に
関
す
る
方
針
」で

は
、「
必
要
が
あ
れ
ば
医
師
の
診
断

等
も
参
考
に
す
る
」と
の
文
言
を

削
除
し
た
内
容
に
改
正
。

■

給
食
費
の
無
償
化
は

問
先
の
町
長
選
挙
で
全
候
補
者

が
訴
え
て
い
た
。い
つ
か
ら
無
償

化
に
す
る
か

答
今
年
度
給
食
費
の
一
部
無
償
化

事
業
を
開
始
し
た
ば
か
り
。い
つ
か

ら
無
償
化
に
す
る
か
は
財
政
状
況

等
を
検
証
し
、今
後
実
現
で
き
る

よ
う
検
討
。

■

博
物
館
を
問
う

問
管
理
運
営
計
画
書
等
の
説
明

が
な
さ
れ
て
い
な
い
必
要
性
を
問

う
。ま
た
、出
来
上
が
り
は
い
つ

か
、事
業
へ
の
影
響
は

答
基
本
計
画
・
管
理
運
営
計
画
修

正
業
務
は
、令
和
３
年
11
月
30
日

ま
で
の
履
行
期
限
を
予
定
し
て
い

た
が
、期
限
内
の
完
了
が
困
難
と

な
っ
た
た
め
、令
和
４
年
２
月
28

日
ま
で
期
限
を
延
長
、内
容
が
ま

と
ま
り
し
だ
い
説
明
し
た
い
。期

限
延
長
に
よ
る
事
業
へ
の
影
響
は

生
じ
て
な
い
。

問
伊
礼
原
遺
跡
も
改
修
す
る
と
の

こ
と
、供
用
開
始
時
期
を
伺
う

答
開
園
は
、町
立
博
物
館
の
開
館

と
同
時
期
の
令
和
５
年
度
末
を
予

定
し
て
い
る
。

■

選
挙
に
つ
い
て

問
下
記
項
目
①
町
長
の
公
務
時

間
内
の
戸
別
訪
問
②
町
長
の
指
名

入
札
に
つ
い
て
業
者
へ
言
及
③
職

員
の
選
挙
へ
の
関
与
④
告
示
前
の

町
長
と
候
補
者
と
の
会
社
や
家
へ

の
戸
別
訪
問
⑤
告
示
前
の
多
数
の

の
ぼ
り
や
連
呼
行
為
を
含
む
街
宣

運
動
⑥
街
宣
車
の
台
数
⑦
町
長
の

選
挙
へ
の
役
職
等
で
の
関
与
、の

行
為
は
選
挙
違
反
か
否
か

答
①
は
、公
職
選
挙
法
に
お
い
て

い
か
な
る
者
も
、選
挙
人
の
住
居

や
会
社
等
に
戸
別
で
訪
れ
、特
定

の
候
補
者
の
氏
名
を
あ
げ
て
、投

票
を
依
頼
、あ
る
い
は
投
票
を
し
な

い
よ
う
に
依
頼
す
る
こ
と
が
禁
じ

ら
れ
て
い
る
。②
は
、公
職
選
挙
法

に
す
べ
て
の
公
務
員
は
、そ
の
地
位

を
利
用
し
て
選
挙
運
動
を
し
て
は

な
ら
な
い
。③
は
、公
職
選
挙
法
で

地
位
を
利
用
し
て
の
選
挙
運
動
の

禁
止
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、地
方

公
務
員
法
で
は
政
治
的
行
為
の
制

限
、特
に
選
挙
に
際
し
て
政
治
的

行
為
を
行
う
こ
と
が
禁
止
。④
は
、

戸
別
訪
問
は
禁
止
、告
示
前
に
お

い
て
も
投
票
依
頼
の
た
め
の
戸
別

訪
問
は
禁
止
。⑤
は
、告
示
前
の
多

数
の
の
ぼ
り
は
公
職
選
挙
法
に
反

す
る
も
の
と
な
る
と
思
わ
れ
、ま
た

連
呼
行
為
も
公
職
選
挙
法
で
一
定

の
制
限
の
下
、選
挙
運
動
と
し
て

行
う
こ
と
が
で
き
、告
示
前
の
同

行
為
は
認
め
ら
れ
て
な
い
。⑥
は
、

公
職
選
挙
で
候
補
者
が
選
挙
運
動

で
使
用
で
き
る
台
数
は
１
台
。⑦

は
公
職
選
挙
法
で
公
務
員
の
地
位

を
利
用
し
て
行
う
選
挙
運
動
の
規

制
を
は
じ
め
、選
挙
運
動
準
備
行

為
を
す
る
と
い
っ
た
選
挙
運
動
に

紛
ら
わ
し
い
行
為
を
す
る
こ
と
に

つ
い
て
禁
止
。

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た

●
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
つ
い
て

●
浜
川
小
学
校
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
に
つ
い
て

現在も未策定！管理運営計画書の早急な説明を！

1415

議員
たまき やすのり

 玉城　靖規 玉城　靖規議員
たかやす かつなり

 高安　克成 高安　克成

更なる制服の選択制の推進を！
違法な選挙は許さない！

ルールを守って綺麗な選挙を！

障がい者支援にかかる
借用物品の拡充を！
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主に「子どもの対策支援員の配置」「子ども居場所づくり」
の2つの事業を実施

子どもの貧困対策の取組と今後の課題は

本町内では4施設中1施設が返還済み。跡地利用は地
権者の意見・意向を伺い進めている

米軍基地の返還計画と実現の見込み、利用計
画は

■

子
ど
も
の
貧
困
対
策
は

問「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」に
基
づ
く
、国
の

予
算
を
活
用
し
た
最
終
年
度
の
取

組
と
課
題
を

答
主
に
２
つ
の
事
業
を
実
施
。

①
子
供
の
貧
困
対
策
支
援
員
配
置

事
業
で
は
、社
会
福
祉
士
１
名
を

配
置
し
、各
地
域
の
実
態
把
握
、学

校
や
居
場
所
づ
く
り
を
行
う
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
と
の
連
絡
調
整
を
行
う
と
と

も
に
居
場
所
の
担
い
手
の
確
保
、新

た
な
居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
ん

だ
。②
子
供
の
居
場
所
事
業
で
は
、

１
箇
所
の
運
営
と
３
か
所
の
支
援

を
実
施
。学
習
支
援
を
通
し
た
子

ど
も
の
居
場
所（
ち
ー
た
ん
）運

営
。食
事
の
提
供
を
目
的
と
し
た

居
場
所
を
２
か
所
支
援
。基
本
的

な
生
活
指
導
を
目
的
と
し
た
居
場

所
を
１
か
所
支
援
。課
題
は
北
谷

町
子
ど
も
の
貧
困
対
策
庁
内
連
絡

会
議
で
確
認
さ
れ
た
主
に
２
点
。①

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
す
る
機
能
の
必
要
性
」は
、公
費

の
み
な
ら
ず
寄
付
金
等
を
資
源
と

し
て
、行
政
・
民
間
・
地
域
住
民
が

協
働
し
て
取
り
組
む
仕
組
み
が
求

め
ら
れ
る
。本
町
で
は
、行
政
・
民

間
・
地
域
住
民
の
福
祉
活
動
を
促

進
す
る
役
割
を
北
谷
町
社
会
福

祉
協
議
会
が
担
っ
て
き
た
の
で
、活

動
促
進
の
働
き
か
け
が
求
め
ら
れ

る
。②「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
全

庁
的
な
取
組
の
推
進
」は
、こ
れ
ま

で
の
６
年
間
、行
政
・
民
間
・
地
域

の
取
組
み
に
よ
り
、地
域
の
様
々

な
場
所
や
人
、団
体
に
よ
る
子
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
が
芽
を
出
し

て
き
た
。今
後
、庁
内
各
部
署
が
本

町
総
合
計
画
に
基
づ
く
地
域
と
の

協
働
に
よ
る
視
点
で
事
業
展
開
し

て
い
く
。

問
来
年
度
以
降
の
対
策
は

答
継
続
し
た
取
組
が
重
要
。６
年

間
の
成
果
と
課
題
を
検
証
し
、関

係
各
課
の
各
種
事
業
の
ウ
イ
ン
グ

を
広
げ
、子
ど
も
の
貧
困
対
策
を

拡
充
す
る
。令
和
４
年
度
以
降
は
、

事
業
形
態
の
変
更
は
あ
る
が
、持

続
可
能
性
の
高
い
施
策
で
子
ど
も

の
貧
困
対
策
を
継
続
。

問
福
祉
課
や
教
育
委
員
会
等
と

強
い
連
携
が
必
須
だ
と
考
え
る
が

協
力
体
制
を
伺
う

答
国
の「
子
供
の
貧
困
対
策
に
関

す
る
大
網
」に
よ
る
重
点
施
策
は

「
教
育
」「
生
活
の
安
定
」「
保
護
者

に
対
す
る
職
業
生
活
の
安
定
と
向

上
」「
経
済
的
支
援
」の
４
項
目
で

構
成
。子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
総

合
的
に
推
進
す
る
た
め
、「
北
谷
町

子
ど
も
の
貧
困
対
策
庁
内
連
絡
会

議
」を
設
置
さ
れ
た
が
、令
和
４
年

度
以
降
も
、全
庁
的
か
つ
総
合
的

な
事
業
推
進
、協
力
体
制
の
確
保

を
図
る
。

■

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
を
問
う

問
町
民
無
料
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
期

限
延
長
と
利
用
実
績
は

答
来
年
３
月
末
日
ま
で
延
長
。利

用
実
績
は
、12
月
20
日
現
在
、町
民

が
延
べ
１
千
５
４
７
人
、町
外
住

民
が
延
べ
２
千
８
７
１
人
。

問
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
無
料
の
継
続

が
必
要
と
考
え
る
が
所
見
を

伺
う

答
県
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
状
況
、国
や
県
等
の

動
向
を
踏
ま
え
検
討
。

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た

●
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
つ
い
て

●
保
育
士
の
処
遇
改
善
に
つ

　
い
て

■

米
軍
基
地
の
返
還
を
問

う
問
返
還
計
画
と
実
現
見
込
み
は

答
本
町
内
で
は
４
施
設
。「
キ
ャ
ン

プ
瑞
慶
覧
施
設
技
術
部
地
区
内
の

倉
庫
地
区
の
一
部
」は
、令
和
２
年

３
月
に
返
還
。令
和
４
年
度
又
は

そ
の
後
に「
陸
軍
貯
油
施
設
第
１

桑
江
タ
ン
ク
・
フ
ァ
ー
ム
」、令
和

６
年
度
又
は
そ
の
後
に「
キ
ャ
ン
プ

瑞
慶
覧
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
コ
リ

ド
ー
」、令
和
７
年
度
又
は
そ
の
後

に「
キ
ャ
ン
プ
桑
江
南
側
」。実
現

見
込
み
は
沖
縄
防
衛
局
へ
返
還
に

関
す
る
進
捗
状
況
、時
期
等
を
確

認
し
て
い
る
が
、明
確
な
回
答
は
な

い
。

問
返
還
跡
地
の
利
用
計
画
は

答
跡
地
利
用
は
、返
還
時
期
や
地

理
的
条
件
な
ど
を
踏
ま
え
、地
権

者
の
意
向
を
尊
重
し
推
進
。令
和

２
年
３
月
返
還
の「
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶

覧
施
設
技
術
部
地

区
内
の
倉
庫
地
区

の
一
部
」は
、平
成

28
年
度
か
ら
代
表

地
権
者
の
皆
様
と

跡
地
の
利
用
計
画

に
つ
い
て
勉
強
会

を
開
催
し
、意
見

や
意
向
を
伺
い
、

丁
寧
に
進
め
て
い

る
。残
り
３
施
設

に
つ
い
て
も
施
設

技
術
部
地
区
で
実

施
し
て
き
た
経
験

を
踏
ま
え
対
応
。

■

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

問
第
５
波
ピ
ー
ク
時
の
自
宅
療
養

者
数
は

答
県
内
・
町
内
で
最
も
感
染
者
が

多
か
っ
た
の
は
８
月
。８
月
末
時
点

で
３
７
６
人
が
確
認
さ
れ
、自
宅

療
養
者
数
は
82
人
。

問
本
町
が
自
宅
療
養
者
支
援
を

行
う
ケ
ー
ス
が
発
生
し
た
か
。内

容
は

答
北
谷
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
自
宅
療
養
者
支
援
事
業
実

施
要
綱
を
策
定
し
て
い
る
が
支
援

を
行
う
ケ
ー
ス
は
発
生
し
て
い
な

い
。

問
自
宅
療
養
者
へ
今
後
の
取
組
は

答
自
宅
療
養
者
増
加
に
備
え
、支

援
を
必
要
と
す
る
町
民
等
の
対
応

を
行
う
。

問
災
害
発
生
時
の
避
難
対
象
者

に
自
宅
療
養
者
が
含
ま
れ
る
場
合

の
対
応
は

答
本
町
は
、避
難
者
の
健
康
状
態

に
応
じ
た
避
難
所
の
す
み
分
け
を

行
っ
て
お
り
、「
健
康
状
態
が
良
好

な
方
」の
避
難
所
は
ち
ゃ
た
ん
ニ
ラ

イ
セ
ン
タ
ー
。「
発
熱
や
せ
き
、強
い

だ
る
さ
な
ど
体
調
が
優
れ
な
い
方
、

コ
ロ
ナ
自
宅
療
養
者
等
」の
避
難

所
は
、保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
。そ
れ

ぞ
れ
独
立
し
た
ゾ
ー
ン
と
動
線
を

確
保
し
、専
用
ス
ペ
ー
ス
、専
用
ト

イ
レ
、専
用
の
出
入
口
を
設
け
る
。

ま
た
、両
避
難
所
で
は
、個
室
の
活

用
や
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
等
を
利
用

し
た
専
用
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
に
よ

り
、家
族
間
の
距
離
を
２
メ
ー
ト

ル
以
上
確
保
し
つ
つ
、内
閣
府
が
示

す
感
染
対
策
の
取
組
を
徹
底
し
、

避
難
者
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に

努
め
る
。

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た

●
防
災
に
つ
い
て

●
軽
石
の
漂
着・漂
流
に
つ
い
て

●
小
規
模
事
業
者
等
緊
急
支
援

金
に
つ
い
て
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米須 清一郎米須 清一郎議員
しんがき ちあき

 新垣　千秋 新垣　千秋

だれでも、いつでも、無料で PCR検査を！

嘉手納飛行場以南の土地の返還（統合計画） 嘉手納飛行場以南における米軍再編の進
捗状況について ( 平成２７年５月２９日防衛省 )

仕切りのある避難所

子どもの貧困対策の更なる支援を！
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町営住宅の住環境の取組は

第六次北谷町総合計画と一体的に策定を進める連帯保証人の確保が難しくて入居できない事がない
ように条例整備を完了

第２期総合戦略策定の独自の視点や施策は

■

町
営
住
宅
の
住
環
境
の

取
組
は

問
見
直
し
へ
向
け
て
検
討
す
る
自

治
体
も
あ
る
の
か

答
本
町
以
外
で
は
伊
是
名
村
、久

米
島
町
、国
頭
村
な
ど
５
町
村
が

改
正
し
て
お
り
、改
正
を
検
討
し

て
い
る
自
治
体
は
、沖
縄
県
、那
覇

市
と
な
っ

て
い
る
。

■

道
路
行
政
を
問
う

問
町
道
謝
苅
桑
江
線
に
お
け
る
ア

イ
歯
科
前
の
横
断
歩
道
の
亀
裂
や

損
傷
に
対
し
て
の
見
解
は

答
通
行
時
に
影
響
が
出
る
と
思
わ

れ
る
箇
所
は
、そ
の
都
度
補
修
工

事
を
行
っ
て
い
る
。

■

旧
ニ
ラ
イ
消
防
本
部
北

谷
署
の
跡
地
に
つ
い
て

問
跡
地
利
用
が
期
待
さ
れ
る
旧

北
谷
消
防
署
に
つ
い
て
、発
達
障

害
な
ど
の
あ
る
乳
幼
児
か
ら
成
人

ま
で
を
支
援
す
る
施
設
建
設
は
出

来
な
い
か

答
当
該
用
地
の
活
用
を
希
望
す
る

各
担
当
課
か
ら
の
意
見
、要
望
等

を
踏
ま
え
、総
合
的
に
判
断
し
、活

用
方
法
を
決
定
す
る
。

■

不
法
投
棄
ご
み
対
策
は

問
玉
上
の
崖
下
に
、加
湿
空
気

清
浄
機・子
ど
も
お
も
ち
ゃ・ク
ー

ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
類
等
・
冷
風
機
な

ど
が
捨
て
ら
れ
た
。立
て
看
板
や

監
視
カ
メ
ラ
な
ど
を
設
置
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
か

答
土
地
所
有
者
に
土
地
の
草
刈
り

な
ど
の
適
正
管
理
や
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
を
提
案
し
、本
町
か
ら
は

不
法
投
棄
防
止
看
板
の
貸
出
し
を

提
案
。

問
町
内
で
他
に
不
法
投
棄
ご
み
が

な
い
か

答
令
和
２
年
度
が
１
６
２
件
、令

和
３
年
４
月
か
ら
12
月
10
日
ま
で

の
間
が
１
０
７
件
。現
在
、処
理
中

の
件
、警
告
文
の
添
付
や
不
法
投

棄
防
止
の
看
板
を
設
置
。

問
不
法
投
棄
の
防
止
に
は
、各
地

域
の
ク
リ
ー
ン
指
導
員
の
活
動
が

重
要
と
考
え
る
が
、活
動
が
十
分

成
し
得
る
定
数
と
な
っ
て
い
る
の

か答
北
谷
町
ク
リ
ー
ン
指
導
員
設
置

要
綱
第
４
条
で
は
、指
導
員
の
定

数
は
40
人
以
内
と
す
る
と
し
て
お

り
、各
行
政
区
の
世
帯
数
な
ど
を

考
慮
し
令
和
３
年
度
は
計
37
人
の

ク
リ
ー
ン
指
導
員
を
委
嘱
。し
か

し
、一
部
自
治
会
に
お
い
て
は
欠
員

が
生
じ
て
お
り
、活
動
に
支
障
を

来
す
地
域
も
あ
り
、自
治
会
長
と

も
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
早
め

の
委
嘱
に
向
け
て
調
整
し
て
い
き

た
い
。

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た

●
無
料
公
衆
Ｗ
ｉ・Ｆ
ｉ
設
置
に
つ

い
て

■

北
谷
町
ま
ち
・ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
を

問
う

問
第
１
期
総
合
戦
略
は
平
成
27

年
度
か
ら
令
和
元
年
度
ま
で
の
５

年
間
。政
策
目
標
・
施
策
の
効
果

検
証
結
果
は

答
「
地
域
特
性
を
活
か
し
た
世

界
レ
ベ
ル
の
観
光
地
づ
く
り
」「
グ

ロ
ー
バ
ル
な
人
材
を
育
て
る
拠
点

づ
く
り
」「
安
心
し
て
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
」

「
誰
も
が
住
み
た
く
な
る
快
適
で

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」を
掲

げ
て
お
り
、各
目
標
に
位
置
付
け

た
施
策
を
着
実
に
推
進
し
た
。今

後
、策
定
を
予
定
し
て
い
る
第
２

期
北
谷
町
ま
ち
・ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
は
、今
回
、浮
彫
に

な
っ
た
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
も

踏
ま
え
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

■

町
民
の
命
と
暮
ら
し
を

守
る
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

は
問
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
対

象
、接
種
時
期
、接
種
間
隔
、場

所
、ワ
ク
チ
ン
の
種
類
の
選
択
、順

番
、予
約
の
混
雑
対
策
を
問
う

答
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
初
回
接
種（
１
・
２
回

目
接
種
）し
、初
回
接
種
か
ら
８

か
月
以
上
が
経
過
し
た
18
歳
以
上

の
方
が
接
種
対
象
者
と
な
る
。病

院
及
び
有
床
診
療
所
の
入
院
患
者

は
、初
回
接
種
の
完
了
か
ら
６
か

月
以
上
の
間
隔
で
追
加
接
種
を
実

施
で
き
る
。65
歳
以
上
の
高
齢
者

も
、令
和
４
年
２
月
以
降
か
ら
、

初
回
接
種
完
了
か
ら
７
か
月
以
上

を
経
過
し
た

方
へ
追
加
接

種
を
実
施
で

き
る
ワ
ク
チ

ン
の
種
類
の

選
択
は
フ
ァ

イ
ザ
ー
社
製

又
は
モ
デ
ル

ナ
社
製
の
ｍ

Ｒ
Ｎ
Ａ（
メ
ッ

セ
ン
ジ
ャ
ー

ア
ー
ル
エ
ヌ
エ
ー
）ワ
ク
チ
ン
を
使

用
す
る
。初
回
接
種
時
と
異
な
る

ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
接
種
を
行
う
交

互
接
種
が
認
め
ら
れ
る
。予
約
の

混
雑
対
策
は
、接
種
券
の
発
送
を

対
象
者
へ
一
斉
に
送
付
、初
回
接
種

の
完
了
の
日
か
ら
追
加
接
種
の
対

象
日
を
迎
え
る
方
へ
順
次
送
付
し

て
い
く
こ
と
に
よ
り
予
約
時
の
混

雑
を
解
消
で
き
る
。

問
住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
10
万
円

の
給
付
対
象
世
帯
数
と
給
付
時

期
は

答
対
象
世
帯
数
は
、４
千
世
帯
。

令
和
４
年
２
月
中
旬
以
降
の
給
付

開
始
を
見
込
ん
で
い
る
。

問
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給

付
５
万
円
の
先
行
給
付
金
の
時
期

と
５
万
円
相
当
の
ク
ー
ポ
ン
給
付

時
期
と
給
付
方
法
は

答
子
育
て
世
帯
を
力
強
く
支
援

す
る
た
め
に
は
、一
日
で
も
早
い

時
期
に
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。５
万
円
の
先
行
給
付
金
と

５
万
円
相
当
の
ク
ー
ポ
ン
給
付

を
一
括
し
、現
金
10
万
円
を
支
給

す
る
。本
定
例
会
に
お
い
て
補

正
予
算
が
議
決
さ
れ
た
の
で
、

プ
ッ
シ
ュ
型
で
支
給
す
る
。児

童
手
当
本
則
給
付
９
月
分
の

受
給
者
に
対
し
て
年
内
12
月

27
日
に
支
給
。

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た

●
幼
児
教
育・保
育
の
無
償
化

　
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

●
東
部
地
域
へ
の
ス
ケ
ー
ト

　

ボ
ー
ド
練
習
場
の
設
置
に

　
つ
い
て
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 仲地　泰夫 仲地　泰夫議員
みやざと ひろし

　宮里 廣　宮里 廣

第六次北谷町総合戦略！

若者の世帯が喜ぶ臨時特別給付金開始！

連帯保証人がいらないように条例整備を

不法投棄は犯罪です
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これまでの町政の継承と、更なる発展に全力で取り組
む

向こう４年間への決意及び取り組みは

関係部署などと連携し調査研究を進める

デジタル格差が社会問題になってくるが対策は

■

町
政
に
つ
い
て

問
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
利
活
用
の
今
後

の
見
通
し
は

答
新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
精
察
し

判
断
し
た
い
。

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス（
Ｃ
ー
バ
ス
）

が「
路
線
バ
ス
」タ
イ
プ
か
ら「
区

域
運
行
」デ
マ
ン
ド
交
通
予
約
制

に
な
っ
た
が
、町
民
か
ら
、な
か
な

か
予
約
が
取
れ
な
い
等
の
声
が
あ

る
。今
後
の
対
応
は

答
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、予
約
方
法
に
つ
い
て
85
％
が

「
満
足
」「
や
や
満
足
」と
い
う
結

果
。新
た
な
利
用
者
の
拡
充
に
向

け
て
調
査
や
改
善
を
重
ね
て
い
く
。

■

観
光
業
の
振
興
及
び
水

産
業
の
振
興
は

問
コ
ロ
ナ
禍
で
観
光
業
が
低
迷

し
、ホ
テ
ル
業
や
飲
食
業
に
直
結

し
て
い
る
が
対
策
は

答
国
・
県
の
観
光
経
済
支
援
策
と

連
動
し
、観
光
産
業
の
回
復
を
図
っ

て
い
く
。

問
観
光
ガ
イ
ド
及
び
平
和
ガ
イ
ド

の
育
成
は

答
現
状
は
、観
光
ガ
イ
ド
の
育
成

ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。今
後
は
民

間
の
観
光
ガ
イ
ド
等
の
手
法
も
参

考
に
調
査
・
研
究
を
し
て
い
く
。

問
浜
川
漁
港
の
機
能
強
化
を
図

る
た
め
の
新
た
な
漁
業
用
施
設
整

備
事
業
の
取
り
組
み
状
況
を
伺
う

答
北
谷
町
漁
業
協
同
組
合
と
協
議

の
う
え
、今
年
度
中
に
施
設
規
模

や
運
営
方
法
等
を
決
定
す
る
。

問
う
み
ん
ち
ゅ
ワ
ー
フ
入
口
に
、

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
し
て
噴
水
を

設
置
し
、町
民
や
観
光
客
の
癒
し

の
場
や
憩
い
の
場
を
提
供
し
て
は

ど
う
か

答
民
間
活
力
を
最
大
限
に
活
用

し
、活
性
化
を
図
る
た
め
の
ス
ペ
ー

ス
で
、そ
こ
に
当
該
噴
水
を
整
備

す
る
こ
と
は
、今
後
の
建
設
コ
ス
ト

や
維
持
管
理
費
コ
ス
ト
等
の
観
点

か
ら
も
大
変
厳
し
い
も
の
。

■

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問
子
ど
も
の
貧
困
対
策
計
画
を

伺
う

答
こ
れ
ま
で
６
年
間
の
成
果
と
課

題
を
検
証
し
、さ
ら
に
充
実
強
化

し
て
い
く
。

問
本
町
の
保
育
士
の
現
状
と
課
題

は答
令
和
３
年
４
月
時
点
で
保
育
士

18
名
が
不
足
し
、67
名
の
定
員
割

れ
が
生
じ
て
い
る
。

問
待
機
児
童
の
現
状
と
対
策
は

答
保
育
士
確
保
対
策
を
最
も
優
先

す
べ
き
で
、離
職
防
止
対
策
や
職

場
環
境
の
向
上
な
ど
を
目
的
と
し

た
対
策
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

問
育
児
休
暇
を
取
っ
て
い
る
職

員
、過
去
３
年
間
の
男
女
そ
れ
ぞ

れ
の
現
状
は

答（
表
１
参
照
）

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た

●
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

■

高
齢
者
の
デ
ジ
タ
ル
格

差
に
つ
い
て

問
過
去
、本
町
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
格
差
対
策
の

取
組
の
内
容
を
伺
う

答
デ
ジ
タ
ル
格
差
は
、デ

ジ
タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド
と
呼

ば
れ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
パ
ソ
コ
ン
等
の
情
報
通

信
技
術
を
利
用
で
き
る
者

と
利
用
で
き
な
い
者
と
の

間
に
生
じ
る
格
差
と
定
義

さ
れ
て
い
る
。政
府
は
デ

ジ
タ
ル
改
革
基
本
方
針
に

お
い
て
、デ
ジ
タ
ル
の
活

用
に
よ
り
、一
人
ひ
と
り
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ

ス
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、

多
様
な
幸
せ
が
実
現
で
き

る
社
会
、誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
、人
に
優
し
い
デ

ジ
タ
ル
化
と
の
デ
ジ
タ
ル

社
会
を
目
指
す
ビ
ジ
ョ
ン

を
示
し
て
い
る
。総
務
省

が
実
施
す
る
デ
ジ
タ
ル
活

用
支
援
推
進
事
業
に
て

高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る

デ
ジ
タ
ル
の
利
活
用
に
不

安
の
あ
る
人
を
対
象
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
行

政
手
続
等
に
関
す
る
講

座
が
全
国
の
携
帯
電
話
シ
ョ
ッ
プ

等
で
行
わ
れ
て
い
る
。本
町
で
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
と

併
せ
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
進
め
る
に
あ
た
り
、マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
申
請
・
受
付
支
援
員
を

配
置
。高
齢
者
に

限
定
す
る
こ
と
な

く
生
涯
学
習
の
一

環
と
し
て
生
涯
学

習
プ
ラ
ザ
に
て
パ

ソ
コ
ン
教
室
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
入

門
等
の
講
座
を
開

催
。

問
本
町
に
お
け
る
今
後
の
デ
ジ
タ

ル
格
差
対
策
を
問
う

答
今
後
も
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
踏

ま
え
つ
つ
、町
民
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

パ
ソ
コ
ン
教
室
及
び
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
講
座
等
を
企
画
し
、デ
ジ
タ
ル

格
差
の
縮
小
に
努
め
る
と
と
も
に
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
る
利
便
性
・
効
率
性
を
高
め
、格

差
を
小
さ
く
す
る
よ
う
関
係
部
所

な
ど
と
連
携
し
調
査
研
究
を
進
め

る
。男性職員　０名

女性職員 17 名
男性職員　２名
女性職員 16 名
男性職員　１名
女性職員 16 名

育児休業取得者 （表１）

男性の育児参加休暇

令和元年度

令和２年度

令和３年度

４名
８名
４名

令和元年度
令和２年度
令和３年度

うみんちゅワーフの入口にシンボルマークを！

 

 

申込期間日時 ：平成３０年１月１１日（木）～１月２４日（水） 平日 9 時～5 時 

※講座中に撮影した画像等を北谷町の広報活動(広報誌やホームページへの掲載)に使用いたします。 
 

 

 

 

 

 

＊講座の内容は同じです。 

 「スマホってなぁに？」「何ができるの？」

2021

議員
ひらた じゅんいちろう

平田 潤一郎平田 潤一郎議員
おおはま やすこ

大浜 ヤス子大浜 ヤス子

利用しやすいコミュニティバスを望む！！
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戦後から本土復帰までの沖縄・北谷にスポット当てた
事業を検討

沖縄祖国復帰５０年の町独自事業は

■

平
和・基
地
問
題
に
つ
い

て
問
戦
後
１
０
０
年
を
見
据
え
た
町

長
の
思
い
は

答
平
和
で
あ
る
こ
と
が
全
て
の
ま

ち
づ
く
り
の
原
点
、戦
後
77
年
、本

土
復
帰
50
周
年
、戦
後
１
０
０
年

を
見
据
え
平
和
で
誇
り
の
持
て
る

“
ち
ゃ
た
ん
”を
掲
げ
、平
和
の
尊

さ
・
命
の
大
切
さ
を
次
の
世
代
に

継
承
。先
達
の
苦
難
と
奮
闘
の
歴

史
を
経
て
、い
ま
私
た
ち
が
平
和

で
豊
か
な
暮
ら
し
を
享
受
し
て
い

る
こ
と
を
、感
謝
の
念
と
と
も
に

胸
に
刻
み
、戦
争
の
悲
惨
さ
理
不

尽
さ
を
全
て
の
町
民
と
共
有
し
、

日
本
国
憲
法
と
北
谷
町
非
核
宣
言

の
理
念
の
下
、す
べ
て
の
人
が
等
し

く
、平
和
で
豊
か
に
生
活
が
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。日
本

国
憲
法
の
平
和
思
想
の
普
及
に
関

す
る
事
業
、平
和
教
育
の
推
進
に

関
す
る
事
業
、沖
縄
戦
体
験
並
び

に
広
島
・
長
崎
の
被
爆
体
験
の
継

承
に
関
す
る
事
業
、平
和
に
携
わ

る
人
材
育
成
を
推
進
す
る
北
谷
町

ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
認
定
事

業
を
展
開
し
、平
和
の
尊
さ
を
広

め
、戦
争
体
験
を
風
化
さ
せ
な
い

取
組
を
推
進
。

問
町
内
に
の
こ
さ
れ
た
戦
跡
保
存

整
備
状
況
に
つ
い
て

答
町
内
戦
跡
地
等
の
保
存
整
備

は
、関
係
機
関
と
連
携
し
、適
切
な

保
存
と
活
用
。「
北
谷
町
の
戦
跡
・

記
念
碑
」発
刊
誌
の
中
で
紹
介
し

て
お
り
、嘉
手
納
基
地
内
に
あ
る

「
嘉
手
納
監
視
哨し
ょ
う

跡
」や「
ウ
カ
マ

ジ
ー
の
海
軍
砲
台
跡
」、白
比
川
沿

い「
特
攻
艇て
い

秘ひ

匿と
く

壕ご
う

」こ
れ
ら
の
戦

跡
等
は
、北
谷
町
平
和
祈
念
祭
に

お
け
る
戦
跡
遺
構
巡
り
や
学
習
教

材
と
な
る
コ
ン
テ
ン
ツ
資
料
と
し

て
触
れ
る
機
会
を
創
出
。町
に
現

存
す
る
貴
重
な
戦
跡
等
は
、戦
争

を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、戦
争
の

史
実
を
次
世
代
に
正
し
く
継
承
す

る
必
要
が
あ
り
、適
切
に
保

存
及
び
整
備
を
行
う
。

■

軽
石
の
被
害
状
況

等
対
策
に
つ
い
て

問
本
町
の
状
況
は

答
サ
ン
セ
ッ
ト
ビ
ー
チ
は
、

改
良
工
事
に
伴
い
北
側
と

南
側
の
突
堤
の
間
に
汚
濁

防
止
膜
を
設
置
。ア
ラ
ハ

ビ
ー
チ
は
、潮
の
干
満
、風

向
き
や
風
の
強
さ
に
よ
る

影
響
で
軽
石
の
量
が
減
少
。

両
ビ
ー
チ
と
も
実
被
害
は

出
て
い
な
い
。砂
辺
の
浜
は
、県
に

状
況
を
報
告
。浜
川
漁
港
区
域
内

は
陸
側
か
ら
目
視
で
き
る
ほ
ど
の

大
量
の
軽
石
の
漂
流
・
漂
着
が
確

認
。軽
石
侵
入
を
可
能
な
限
り
防

ぐ
た
め
、漁
港
西
防
波
堤
と
そ
の

北
側
に
位
置
す
る
字
港
地
先
護
岸

を
結
ぶ
海
面
に
汚
濁
防
止
膜
の
設

置
及
び
回
収
作
業
、海
流
と
潮
の

干
満
、風
向
き
等
に
よ
り
軽
石
の

量
は
減
り
続
け
、船
舶
の
航
行
及

び
景
観
に
支
障
を
き
た
す
ほ
ど
の

被
害
は
生
じ
て
な
い
。

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た

●
本
町
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

北谷町議会タブレッ
ト導入！！

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
12
か
所
の
修
正
案

を
審
議
・
個
別
に
採
決
し
、
町
長
及
び
担

当
課
へ
個
別
採
決
さ
れ
た
修
正
案
に
つ
い

て
意
見
聴
取
中
。

LINE WORKS（ライン
ワークス）と

Side Books（サイドブ
ックス）を活用！

議員に１台ずつタブレット端末
が導入され、１２月定例会では、今までの
紙媒体の議案配布とあわせて、タブレットを使っ
た電子媒体でも議案や資料の配布が始まりまし
た。ペーパーレス化や伝達事項の効率化、町民へ
の分かりやすい説明等にも活用します

９月定例会にて上程された

「第六次北谷町総合計画基
本構想」

☆これからも議会の効率化と町民に
　開かれた議会を目指しています

本格運用に向け
「タブレット研修会」も開催

第六次北谷町総合計画基本構想審査特別委員会にて審議中！

「
北
谷
町
総
合
計
画
条
例
」に
お
い
て
、

目
的
や
定
義
、
策
定
方
針
等
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

策
定
に
お
い
て
は
「
適
切
な
計
画
期
間

を
設
定
し
、
地
域
の
実
情
、
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ら
に
適
合

す
る
よ
う
に
策
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」「
町
民
の
意
見
を
十
分
に
反
映
さ
せ
る

た
め
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
た
上
で
、
町

民
と
の
協
働
に
よ
っ
て
策
定
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

＊MEMO＊

第①回令和３年１２月１日
第②回令和３年１２月１０日
第③回令和４年１月３１日
第④回令和４年2月9日

第519回 9月定例会 本議会の審議の様子（令和3年9月8日） アラハビーチにも軽石が
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議員
てるや まさはる

 照屋　正治 照屋　正治

1986 年ニライセンターに建設された「非核宣言の塔」と植樹
された「被爆クスノキ２世」（北谷町ホームページより）



ちゃたん町

り
よ
だ
会
議

106
No.

編
集
後
記

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
手
元
へ
届
く
頃
は
、寒
さ
の
厳
し
い
時
期
、

桜
が
咲
く
頃
か
と
思
い
ま
す
が
体
調
に
お
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
。今
年
も
コ
ロ
ナ
で
厳
し

い
状
況
で
す
が
、ご
多
幸
が
訪
れ
ま
す
よ
う
祈

念
致
し
ま
す
。さ
て
、私
事
で
は
あ
り
ま
す
が

３
人
の
議
員
辞
職
に
伴
い
、昨
年
９
月
に
広
報

委
員
に
選
任
さ
れ
、12
月
に
は
副
議
長
に
就
任

致
し
ま
し
た
。引
き
続
き
コ
ロ
ナ
禍
の
暮
ら
し

や
街
づ
く
り
、議
会
改
革
等
ま
っ
す
ぐ
頑
張
り

ま
す
。ま
た
、議
会
で
は
昨
年
の
予
算
修
正
、不

認
定
と
町
議
会
始
ま
っ
て
以
来
の
出
来
事
で

町
民
の
驚
き
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。修
正
動

議
の
提
案
は
都
道
府
県
や
市
議
会
で
は
ま
ま

あ
る
事
だ
が
、本
町
を
含
め
、町
村
議
会
の
９

割
が
行
政
の
提
出
議
案
を
追
認
し
て
い
る
と

揶
揄
さ
せ
る
状
況
。今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の
税

金
の
使
い
方
と
し
て
適
切
か
、財
政
の
健
全
性

や
透
明
性
、事
業
の
計
画
性
へ
の
疑
問
、町
民

の
声
、議
会
改
革
や
活
性
化
を
鑑
み
る
と
避
け

ら
れ
な
か
っ
た
。全
国
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
ほ

ど
の
議
会
だ
よ
り
で
あ
り
な
が
ら
町
民
の
理

解
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
を
知
り
、多
く
の
町

民
の
興
味
と
理
解
に
繋
が
る
よ
う
一
層
の
努
力

を
す
る
為
に
皆
様
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄

せ
下
さ
い
。

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

委
員
　高
安
克
成

北谷町議会事務局☎（098）936-3382 FAX（098）936-9712

〈
発
　
　
　
行
〉北
谷
町
議
会

〈
発
行
責
任
者
〉北
谷
町
議
会
議
長
  亀
谷
長
久

〈
編
　
　
　
集
〉議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

〈
印
　
　
　
刷
〉（
有
）ア
イ
ド
マ
印
刷

こ
の
冊
子
は
、12700部

印
刷
し
、1部

当
た
り
の

経
費
は
約
88円

で
す
。

〒
904-0192　

沖
縄
県
中
頭
郡
北
谷
町
字
桑
江
226番

地
TEL（

098）936-3382　
FAX（

098）936-9712
HPア

ド
レ
ス：http://w

w
w
.chatan.jp/chogikai/

ご意見・ご感想、又はお問い合わせ

読者からの声

環
境
に
優
し
い
植
物
油
イ
ン
ク

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

議会を傍聴しませんか
インターネット生配信もしています
詳しくは
「手話通訳」「補聴装置」ご利用になれます
・手話通訳は、傍聴予定日の7日前までに議会事務局へ
　お申込みください
・補聴装置は、傍聴受付の際にお申出ください。
　議会は役場の 4階です

検索北谷町議会

議会をスマホから
各ページそれぞれの
QRコードを読み取ると
すぐに一般質問の
動画も見られます。
ぜひご覧ください。

過去の動画も視聴
できます。

令和4年3月2日（水）から開催予定

議
会
広
報
を
入
り
口
に

仲栄真 惠美子

昨
年
の
町
長
選
挙
で
、新
町
長

が
誕
生
致
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
定
例
議
会
や
特
別
委

員
会
迄
傍
聴
す
る
方
が
増
え
た
こ

と
は
、大
変
有
意
義
な
事
だ
と
思

い
ま
す
。議
会
は
町
民
の
皆
さ
ん
に

関
心
を
持
っ
て
頂
く
こ
と
で
よ
り

活
性
化
さ
れ
、審
議
の
場
と
し
て

の
役
目
を
果
た
せ
る
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。

北
谷
町
議
会
は
、こ
れ
ま
で

二
元
代
表
制
の
肝
心
な
行
政
の

チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
の
責
務
を

果
た
せ
て
い
ま
す
か
疑
問
に
感
じ

て
い
ま
す
。

傍
聴
人
の
増
え
た
今
だ
か
ら
こ

そ
、審
議
の
場
で
そ
の
責
務
を
果
た

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。傍
聴
席

ま
で
来
場
が
難
し
い
方
は
、議
会

だ
よ
り
を
読
ん
で
い
た
だ
き
議
会

の
様
子
を
、付
託
を
し
た
議
員
の

皆
さ
ん
が
し
っ
か
り
仕
事
し
て
い

る
か
を
確
認
さ
れ
る
べ
き
で
し
ょ

う
。議
会
だ
よ
り
は
概
要
で
す
が
、

私
た
ち
の
町
の
現
状
、進
行
方
向

が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
知
る
手

掛
か
り
と
な
り
ま
す
。

議
会
広
報
委
員
は
定
例
議
会
終

了
後
、一
カ
月
余
り
の
期
間
議
会
広

報
の
作
成
に
魂
を
詰
め
ま
す
。町

民
の
皆
さ
ん
が
し
っ
か
り
講
読
す

る
こ
と
で
、町
の
様
子
を
知
り
議

会
の
様
子
を
知
る
一
端
と
な
り
ま

す
。行

政
、議
会
、町
民
が
力
を
合
わ

せ
て
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
た
め
に
も
し
っ
か
り
目
を

通
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。


